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Abstract : The crude and distilledwood vinegars obtained as by-produりt of carbonization of

pine bark or cedar board were used for the Soi卜culture eχperiments in order to examine

their effects on the growth and the nutrient uptake of tomato, eggplant, and muskmelon

seedlings. For the tomato and eggplant seedlings, the 10-104 times dilute solution ６ｆeach

wood vinegar was sprayed on their leaves twiceトa week and this solution was supplied to

the soil at the same time. In the case of muskmelon seedlings, the 10≒105　times dilute

solution was supplied every other day to the soil. For all the plantsレtreatments were

conducted for 30 days after expansion ｄ the first foliage leaf. ･.　　　　　　　　　＼

　1)The growth of the tomato and eggplant seedlings was incr石部edby the soil and foliar

application of the 102　0ｒ103 times dilute solutions ･and that of the muskmelon seedlings

was also 血creased under the 104　times dilution. The growth was reduced in every plant

when the 10 times dilute solution was supplied. These effects were more pronounced in the

crude wood vinegars than in the distilledwood vinegars. However, the difference in the

growth stimulation effect was not observed between the wood vinegars from the pine bark

and those from the cedar board.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

　　2)The nutrient content in the plant　shoots　did　not　change　correspondingly　to　the

dilution levels of the treated wood vinegar solutions or to the plant dry weights after the

treatments, except for 仙ｅＮ content of tomato shoots which increased with the growth

enhancement by the wood vinegar application.十　　　　　　　　　　：　十　し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　言　　　　　　　　　１

　高知県は，森林率，人工林率ともに日本最高という典型的な森林地域に位置しており，豊富な森

林資源の環境保全を図りながら，資源の高度利用という地球的，社会的要請に対応しでいくことが

必要である．このような課題に対処する一環として，森林環境保全のための間伐によって生じる木

材を有効に利用することが挙げられる．これまでにも間伐材を木質材料として利用するのみならず，

各種木材成分の新しい用途の開発が試みられてきており，すでに木炭は土壌改良資材として指定さ

れて農業への科用が図られているレしかし，木炭の製造過程で生成する木酢液については，有効に
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利用されているどは言い難い．木炭や木酢液を生産する木材乾留工業は，明治時代に大きく発展し，

酢酸，メタノール，アセトンの原料として木酢液が大量比生産されたが，合成化学工業の発展にと

もなって，現在ではほとんどの木材乾留工場が閉鎖されるに至ったソまた，近年では，減農薬・有

機栽培を通じて，LiSA(Ｌｏｗ Input & Sustainable AgｒicｕltＵｒe)乍目指す一部の篤農家ﾕによって，

木酢液の土壌や作物への施用が試みられている1)が，木酢液の種類や施用方法によっては，必ずし

も期待した結果が得られないために，広く用いられるには至っ/ていない．

　木酢液は，木炭製造の際に発生する煙を冷却して得られる液体を長時開静置し，上層の油状成分

および下層に沈澱したタール状成分を除いた中回層の黄赤褐色の透明な液体であるト剔　この液体

には除去されなかったタール分か残存しているため，通常蒸留が行われ，蒸留前の液体を粗木酢液，

蒸留して得られた留出物は精製木酢液と呼ぶ．木酢液の80～90％は水分で，残りの10～20％には，

200種類以上の有機化合物が含まれていると言われている=．しかし，その有機化合物の50～60％は

酢酸で，木酢液中の濃度では3～7％である．このため，木酢液は通常pH2～3の酸性を示す．木酢

液に含まれる酢酸以外の成分には，メダノフル，マルトールなどのアルコール類，グアイアコール，

クレゾールなどのフェノール類√吉草酸エステルなど.め中性物質類などがある剔　したが，て，木

酢液を農業利用した場合，酢酸による土壌養分の可溶化，メタノール,=フ４ノールなどの殺菌成分

の働きによる病害虫防除，吉草酸エチルなどのエステル類による発根促進などの化学的効果が予想

される．また，水溶性低分子有機化合物が有用微生物増殖の基質となって，上壌環境を改善したり，

堆肥づくりの際の発酵スピード増大，堆肥の良質化などの生物的効果も期待される1-3)

　このように木酢液には様々な利用方法が考えられるが，幼植物への施用効果について植物栄養学

的観点から詳緋に検討した例は少ない．また，木酢液中に含まれる有機化合物の組成や濃度は原料

の種類，炭化法，木酢液の回収法によって変化する2)ことから√目的に応じて適切な原料，希釈濃

度で施用ずることが重要であるが，原材料レ採取条件の明らかな木酢液を用いて木酢液の施用効果

について実験した例はほとんどない．そこで，以上の点をふまえ，本研究では，ラジアータパイン

の樹皮または杉背板を主原材料とし，煙道口温度80～1500Cで採取した木酢液を用いて，トマト，

ナスおよびメロツの初期生育を促進あるいは阻害する木酢液濃度範囲を明らかにすることおよび幼

植物の養分吸収に及ぼす木酢液の施用効果について検討することを目的とした．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　材料および方法

１．供試木酢液　1991年10～Ｈ月に高知県長岡郡大豊町で，主原材料としてラジアータパインの樹

皮または杉背板を木質乾留炉（坂本鉄工所製）によって燃焼炭化した際に，　煙道口温度80～150°C

で採取した粗木酢液ならびにこれらを蒸留して得た蒸留木酢液を供試した．なお，これらの木酢液

を以後，樹皮木酢液，杉背板木酢洗樹皮蒸留木酢液，杉背板蒸留木酢液と称する．供試木酢液の

一般的性質は第１表に示した．

２．供試植物および供試土壌　供試植物としてトマト，ナスおよびメロンを用いた．また，供試土

壌として，高知大学農学部構内で採取した土壌とパーク堆肥(バイエム興業製卜を体積比で卜:1

に混和した土壌を用いた．この供試土壌にＣＤＵ複合燐加安S555(15-15-15)をN, P, Kが250kg/ha,

苦土石灰を1200kg/haとなるように施肥しイ,十栽培に用いた．農学部土壌√パーク堆肥,ニおよび供

試土壌の一般化学的性質は，第２表に示したレ＼　　　Ｉ　　　　　ト　つつ

３．施用試験の方法　トマトとナスめ種子は1992年4月17日，メロンの種子は1993年1月21日に√30

°Ｃのイン午ユベータ内で，水を浸したろ紙を敷いたシャーレ内で催芽させた．トマトとナスについ
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　　　　　　　　　　　第１表　供試木酢液の一般的性質　　　犬

木酢液

樹皮

樹皮蒸留

杉背板

杉背板蒸留

pH

2.69

2.62

2.59

2.51

比重　　　酸度(％)　タール分(％)

1.009

1.005

1.013

1.006

1

1

2

1

98

32

70

98

0.71

0.08

1,35

0.09

第２表　高知大学農学部土壌，パーク推肥，およびこれらを「:1の割合で混

　　合した供試土壌の一般化学的性質

pH

EC

CEC

全炭素

全窒素

硝酸態窒素

アンモニア態窒素

トルオーグ｀･リン酸

交換性カリウム

交換性カルシウム

交換性マグネシウム

(Ｈ２０(1:5))

(1:5，μS／cm)

(ｍｅｑ／100g)

(％)

(％)

(ｍｇＮ／100g)

(ｍｇＮ／100 g)

く昿PI05／100 g)

(ｍｇ／100 g )

(ｍｇ／100 g )

(mg／100 g)

農学部土壌　パーク推肥　供試土壌

　　5.15

133

　25.2

　2.8

　0.172

1 n.d.

・ 3.03

　49.0

69.1
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　　6.01
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ては，供試土壌を充填した発砲スチロール製の箱に催芽種子を播種し，約２週間後，施肥した供試

土壌1.2kgを充填した直径15cmのビニルポットにそれぞれの幼苗を移植した．メロンについては，

催芽種子を直接シャーレから上記のビニルポットに移し栽培を開始した．また，試験期間が冬季で

あったため，午後5:00～8:00の間，陽光ランプを点灯させ日照時間を確保するとともに，夜間はビ

ニールをかぶせ電熱線で保温した．いずれの植物も栽培はガラス室内で行った．トマトとナスにつ

いては，上記の４種類の木酢液を10，10≒10≒104倍に希釈した水溶液を週に2回葉面散布する

と同時に，その水溶液を150mlずつ土壌に濯水する処理を，本葉第1葉展開終了時から約30日間継続

して行った．トマトとナスを用いた試験で木酢液の10倍希釈液処理区では生育低下が著しかったた

め，メロンについては，10≒103 ，104 ，105倍に希釈した木酢液を隔日に150ml濯水する処理を本

葉第1葉展開終了時から約30日間継続して行った．いずれの植物の場合も対照として水施用区を設

け，各処理区につき１区１株の３反復で試験を行った．処理期間中，3～4日毎に茎長の測定を行っ

た．また，サンプリング時には，地上部の新鮮重を測定七た後, 60°Cの恒温送風乾燥機窓乾燥し乾

燥重を測定した後，各々のサンプルは粉砕して分析試料とした．分析試料は，常法5)にしたがって

濃硫酸／過酸化水素水を用いて分解し，各試料中の養分含量を全窒素は水蒸気蒸留法で，リｙ酸は

バナドモリブデン酸法で，Ｋ√Ca, Mgは原子吸光法で測定した．いずれの実験結果も３反復の平

均値で表示した．し
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　　　ト　　　　　　　　　　　　　　結果および考察

１．茎長の推移十トマト，ナスおよびメ口ンの処理開始後の日数にともな.う茎長の推移を第１～３

ｊ図に示した．　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　　　　犬　　　………
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第１図　トマト幼植物の茎長の推移　し　　犬　　　　　六

十　二●；水施用区,し(蚕)；10倍希釈区，０犬け02倍希釈区，

　＼　　△；10?倍希釈区，□け04倍希釈区ﾉ

20
(日)

　トマトの茎長は，いずれの木酢液においても，102～104万倍希釈区では水施用区よりも高く推移

し，10倍希釈区では水施用区と比較して同等あるいは低く推移したレ茎長が最も高く推移しだのは，

いずれの木酢液でも1(丿または103倍希釈区で, 10'倍希釈区ではそれよりも低くト推移したトその

結果,ご処理終了時における茎長は,◇樹皮および杉背板木酢液の場合，10倍希釈区＜水施用区＜102

倍希釈区＜m3倍希釈区＞104倍希釈区の順となり，樹皮蒸留木酢液では水施用区≦10倍希釈区く1

02倍希釈区〒103倍希釈区＞10卜倍希釈区，杉背板蒸留木酢液では10倍希釈区≦水施用区＜102倍

希釈区＝103倍希釈区＞104倍希釈区の順となった．また，希釈率の違い:による影響は，蒸留木酢

液よりも粗木酢液の場合に比較的顕著に現れ，両者を比較した場合，玉丿や103し倍希釈区では粗木

酢液の方がやや高く推移し，逆に10倍希釈区では蒸留木酢液の方が高く推移七だ．木酢液の原材料

の違いによる茎長の推移への影響はほとんど認められなかっ＼た．　ノ　‥‥‥‥‥‥　‥‥　　‥‥‥‥

　=ナスの場合，　いずれの木酢液で払処理開始後20日目まで茎長に顕著な違いは認められなかった

が,△その後，樹皮および樹皮蒸留木酢液の10倍希釈区では，トマトの場合と同様，水施用区よりダも

低く推移し，杉背板および杉背板蒸留木酢液の10倍希釈区では，水施用区よりﾉも:やや高く推移七たﾚ

また，20日目以降，茎長が最も高く推移しだのは，樹皮，樹皮蒸留，杉背板蒸留木酢液処理区では

103倍希釈区，杉背板木酢液では102倍希釈区であらた．また，104倍希釈区で=は水施用区よ/りは
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10 20

63

30　（日）

　　　　｜　　　ｌ　　　ｌ　　　１　　　１　　　１

　　　樹皮

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.一廉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ’

‾　　　　　　　　　　　　　　　／●　　　　　‾

　　　　｜　　　｜　　　１　　　１　　　１　　　１

　　　樹皮蒸留

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芦'

'　　　　　　　　　　　　　　.4　　　　　－

　　　　　　　　　　　　　　　-'

　　　　　　.--･●-一-

　　　杉背板

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　杉背板蒸留

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　z●　‾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.●″

“　　　　　　　　　　　　　　　/●　　　　　－

10 20

30　　0

処理後の日数

10

第３図　メロン幼植物の茎長の推移

　　　　●；水施用区，０；102倍希釈区，△；103倍希釈区，

　　　　□；104倍希釈区，◇；105倍希釈区

20
30　　（日）



64 高知大学学術研究報告　第42巻(1993年）農　　学

高かったものの，これらの希釈区よりは低く推移した．処理終了時における茎長は，樹皮および樹

皮蒸留木酢液の場合，10倍希釈区＜水施用区＜102倍希釈区＜103倍希釈区＞104倍希釈区，杉背

板木酢液では，水施用区≦10倍希釈区＜102倍希釈区＞103倍希釈区≧i04倍希釈区の順となった．

一方，杉背板蒸留木酢液の場合，10倍希釈区における茎長の抑制が他の木酢液の場合と比較して小

さかったために，水施用区＜102倍希釈区＜10倍希釈区＜103希釈区＞104倍希釈区の順であった．

樹皮木酢液と樹皮蒸留木酢液を比較すると，トマトの場合と同様，希釈率の違いが茎長に及ぼす影

響は，粗木酢液の場合に比較的顕著に現れた．しかし，杉背板木酢液ではこのような傾向は認めら

れず，粗・蒸留木酢液ともに，いずれの希釈率でも水施用区との差は樹皮木酢液の場合ほど顕著で

はなかった．

　一方，メロンの茎長について見てみると，トマトおよびナスで茎長の顕著な抑制効果の認められ

たiO倍希釈区を設けなかったため，すべての処理区において水施用区よりも高く推移した．茎長が

最も高く推移したのは，樹皮および杉背板木酢液では104倍希釈区であり，これらの木酢液の処理

区では，水施用区＜102倍希釈区＜103倍希釈区＜104希釈区＞105倍希釈区の順で高く推移した．

しかし，樹皮蒸留木酢液では，いずれの希釈率の場合でも冰施用区より高く推移したものの，希釈

率の違いによる影響はほとんど観察されず，杉背板蒸留木酢液の場合も，102倍希釈区でやや高く

推移した以外は，処理区間での違いはほとんど認められなかった．この結果は，トマトおよびナス

の場合に，希釈率の違いが茎長に及ぼす影響が，粗木酢液の場合に比較的顕著に現れたことと一致

していると考えられる．また，トマトの場合と同様，木酢液の原材料の違いによる茎長の推移への

影響はほとんど認められなかった．

第３表　処理終了時のトマト，ナスおよびメロン幼植物の地上部乾燥重(ｇ)

　　　処理区

木酢液　　　希釈率

樹皮

樹皮蒸留
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Ｑ
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Ｑ
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12.87"

　9.66
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'，¨：水施用区の値との間にそれぞれ５％または１％レベルで有意な差が存在することを示す。
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２．乾燥重　トマト，ナスおよびメロンの処理終了時の乾燥重を第３表に示した．いずれの植物の場

合も，処理終了時の茎長の結果に対応し，茎長の高かった処理区では乾燥重も大きくなったトつま

り，乾燥重はトマトの場合，水施用区との間に統計的な有意差は認められなかったが，樹皮，杉背

板木酢液では103倍希釈区の，樹皮蒸留，杉背板蒸留木酢液懲は1(Pまたは103倍希釈区が他の希釈

率の処理区よりも大きい傾向にあった．ナスの場合，樹皮，樹皮蒸留，杉背板蒸留木酢液の103倍

希釈区，杉背板木酢液の102倍希釈区で他の希釈率の処理区よりも大きく，また，水施用区よりも

t％レベルで有意に大きくなった．メロンの場合にも，樹皮および杉背板木酢液の104倍希釈区は，

他の希釈率の処理区よりも大きく，水施用区との間にも有意な差が認められたが，茎長に関する結

果と同様，樹皮蒸留，杉背板蒸留木酢液では希釈率が異なっても処理区間での違いは顕著には認め

られなかった．また，トマトおよびナスの場合，いずれの木酢液の10倍希釈区も水施用区よりも著

しく低下する結果が得られた．一方，粗木酢液と蒸留木酢液を比較すると，いずれの植物でも粗木

酢液を施用した場合の方が生育促進，生育阻害の効果がより顕著に現れるように考えられた．また，

木酢液の原材料め違いによる乾燥重への影響は認められなかった．

　以上の乾燥重に関する結果と茎長に関する結果をまとめて考察すると，いずれの植物の場合でも

木酢液の施用効果は蒸留木酢液よりも粗木酢液の場合により顕著に現れ，トマトおよびナスに対し

ては102～103倍，メロンに対しては104倍程度に希釈して施用することによって生育促進効果が

得られると考えられた．また，10倍程度の希釈液の施用では逆に生育は抑制されることが示された．

生育促進効果が得られる木酢液の希釈率が植物によって異なることから，作物ごとに適切な希釈率

を定めて使用する必要かおり注意を要すると思われる．木酢液中に含まれている有機化合物には，

発根に対して促進効果を有する物質と阻害効果を有する物質の両方が存在七，吉草酸エチルなどの

一部のエステル類は. 0.1%で幼根，胚軸の生長を著しく促進するのに対し，タール分や一部のフェ

ノール類は阻害効果を示すことが報告されている2･(に)．本実験に用いた木酢液の場合，第１表に

示したように，蒸留木酢液の酸度，タール分は粗木酢液よりも低い値が得られている．したがって，

施用試験で，蒸留木酢液よりも粗木酢液において，幼植物の生長促進，阻害効果がより顕著に現れ

たことは，粗木酢液を蒸留することによって植物の生育に有害な成分が取り除かれたと同時に，有

効な成分の一部も失われたためではないかと思われるにまた，木酢液に含まれる有機化合物の組成

は，乾留させる原材料の種類によって異なることが知られている４).本実験で使用した木酢液の原

材料は，ラジアータパインの樹皮および杉背板であったが，ともに針葉樹であったために得られた

木酢液に含まれる有機化合物組成も類似していたことが推察され，茎長や乾燥重に対する原材料の

違いによる影響が認められなかったのではないかと思われる．この点については，ウバメガシなど

の広葉樹を原材料とする木酢液を用いて比較してみる必要があろう．

３．幼植物の各種養分吸収量　処理終了時のトマト，ナスおよびメロン幼植物地上部のN, P, K,

Ca, Mg含有率（％）を第４～６表に示した．トマトの場合, K, Ca, Mg含有率は，水施用区

といずれの木酢液処理区との間にも有意な差は認められなかったが，Ｎ含有率では，樹皮蒸留木

酢液の10≒103倍希釈区で水施用区よりも5％レベルで有意に高い結果が得られた．また，樹皮お

よび杉背板木酢液の103倍希釈区や杉背板蒸留木酢液の10‰103倍希釈区でも統計的には有意では

ないが，水施用区よりもＮ含有率が高くなる傾向が認められた．これらの処理区では，茎長や乾

燥重も水施用区より高いことから，木酢液の施用によって作物根の生育が促進され,I　その結果Ｎ

吸収が増大した可能性が考えられる．Ｐ含有率は，樹皮蒸留，杉背板蒸留木酢液の10倍希釈区な

どの茎長および乾燥重の小さかった処理区で水施用区よりも有意に低くなるという結果が得られ，

作物根の生育阻害によってＰ吸収が抑制されたと推察される．一方，ナスにおいては, N, P, K,
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Ca, Mgのいずれにおいても，木酢液を施用した区の含有率は水施用区と同等もしくは低い値が

得られた．この原因として，木酢液の10倍希釈区などの作物生育に抑制の見られた区では，作物根

の生育阻害による養分吸収量の低下が考えられ，他方，作物の生育促進の見られた区では，木酢液

の施用で植物の生育が促進される一方で，養分の吸収量がさほど増加しなかったために植物体中の

養分含有率で見ると水施用区よりも低くなる結果が得られたのではないかと思われる．またメロン

の場合，樹皮および樹皮蒸留木酢液の処理区では, N, P, K, Ca, Mgのいずれにおいても，水施

用区とほぼ同等の養分吸収量であったのに対し，杉背板，杉背板蒸留木酢液を施用したいくっかの

区では，養分含有率が水施用区よりも高くなる結果が得られた．この結果は，茎長や乾燥重に関す

る結果と必ずしも対応しておらず，理由は明かではない．しかし，これらの処理区では木酢液の施

用にともなう生育抑制はあまり顕著ではないことから，木酢液の施用による作物根の生育促進にと

もなう養分吸収力の増大に原因があるのではないかと思われる．

　　　　　　　　　　　　　第４表　トマト幼植物地上部の各種養分含有率

木酢液

一

樹皮

処理区

樹皮蒸留

杉背板

杉背板蒸留

水施用区

＊摩

希釈率

0
0
0
0
　
0
0
0
0
　
0
0
0
0

1
1
1
1
　
1
1
1
1
　
1
1
1
1

　
　
り
し
６
ａ
4

0
0
0
0

1
1
1
1

Ｎ(％)　Ｐ(％)　Ｋ(％)Ｃａ(％)Ｍｇ(％)

1.03

1.27

1.37

1.31

1.09

1.56*

1.47*

1.37

1.22

1.23

1.33

０6

0.99

1.26

1.25

1.30

0｡15

0.15

0.16

0,16

0.13¨

0.17

0.15

0.13"

0.14

0.15

0.17

0.15

0.12*'

0.13"*

0.14

0.14*

3.22

3.61

4.02

3.79

3.25

4.28

3.76

3.49

3.36

3.47

4.03

3.65

3.17

3.38

3.89

3.70

1.37

1.45

1,34

1.45

1.29

1.40

1.47

1.12

1.46

1.60

1.39

1.43

1.24

1.43

1.34

1.31

0.38

0.42

0.39

0.42

0.36

0.44

0.42

0.35

0.43

0.44

0.40

0.42

0.35

0.41

0.37

0.38

1.21　　0.16　　3.83　　1.38　　0.40

第３表の脚注に同じ。

　以上のように，木酢液の施用が幼植物の養分吸収量に及ぼす影響については，トマトのＮ吸収

量のように，作物生育の促進に対応して増大する場合もあれば，ナスやメロンの場合のように，茎

長，乾燥重への効果のあらわれ方や木酢液の希釈率に対応しない場合も認められる．また，木酢液

を土壌施用する場合，102～103倍以上に希釈して用いることが適切と考えられることから，木酢

液の主成分である酢酸によって土壌中の各種養分が可溶化される可能性は低いと推察される．した

がって，木酢液の施用効果として，作物の養分吸収量増大を直接的に期待することには無理がある

と思われる．しかし，木酢液は，有用微生物の繁殖基質としての低分子有機化合物や，作物根の生

育促進物質を含有すると考えられ，これらの効果を通じて作物根圏環境の改善に役立つ可能性があ

ると思われる．
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木酢液

一

樹皮

の生育に及ぼす効果について(中島・辻・岩崎・吉田・福元)

第５表　ナス幼植物地上部の各種養分含有率

処理区

樹皮蒸留

杉背板
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5.24

6.97
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0.36
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0.27"
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1.77　　0.48　　5.38　　6.81　　0.36

本家

木酢液

一

樹皮

：第３表の脚注に同じ。

　　第６表　メロン幼植物地上部の各種養分含有率

処理区

希釈率
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ζ
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1.13
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0.78'

0.80¨

0.69

0.73

5.19

5.14

5.05

5.60

5.73

5.63

5.30

5.25

6.12

6.20

5.62

6.06

6｡02*

6.68-･

5.74

6.60**

3.02

2.57

2.71

2.52
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0.51
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0.64
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1.62　　0.61　　5.38　　2.20　　0.52

*，¨：第３表の脚注に同じ。
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　　　　　　　　　　　　　　　　上･謝二辞　　･●　∇　　　　　　　　　　　／

　本研究を行うにあたって，木酢液の採取ならびに提供をしていただいた高知県工業技術センター，

東洋電化工業㈱，㈲坂本鉄工所の皆様に深く感謝いたしますごまた，貴重なご意見を賜った高知県

木材成分多用途開発協議会の役員の皆様に謝意柴表七ます．　　　　犬　……万

　　　　　　　要　約゜　　　犬

　ラジアータパインの樹皮または杉背板を主原材料とする粗木酢液および蒸留木酢液を用いて，ト

マト,ノナスおよびメロンの初期生育および養分吸収量に木酢液がどのような効果を示すかポット試

験で検討した．トマトとナスについては，各木酢液を10～10（倍に希釈した水溶液を週に2回葉面

散布すると同時に土壌に濯水する処理を，メロンについては，tOE～105倍に希釈した木酢液を隔

日に土壌･に=濯水する処理を，本葉第1葉展開終了時から約30日間継続して行い，茎長，乾燥重，各

種養分吸収量について調査し，以下の結果を得た．　　　　　．･．．･．･　　　　　　　　・．・

　丁)茎長診よび乾燥重の調査結果から，いずれの植物の場合でも木酢液の施用効果は蒸留木酢液

よ力も粗木酢液の場合により顕著に現れ，トマ：トおよびナスに対しては1(ｙ～1(匠倍，メロンに対

しては104倍程度に希釈して施用することによって生育促進効果が得られると考えられﾌﾞこ．また，

10倍程度の希釈液の施用では逆に生育は抑制されることが示された．いずれの植物の場合でも，木

酢液の原材料の違いによる茎長の推移への影響はほとんど認められなかった．　．

　２ﾀﾞ)木酢液の施用が幼植物の養分吸収量に及ぼす影響:について，トフ下のＮ吸収量は√作物生

育の促進に対応して増大したが，ナスおよびメロンの場合こには，茎長,ニ乾燥重への効果のあらわれ

方や木酢液の希釈率に対応した養分吸収量の増減は認められなか7つた．　　　　　　　　　　ト

上牛－ワード：木酢液，トマト，ナス．メロン，初期生育，養分吸収　：　　　　　　　〉
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